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 構想策定 い  

 森林 林業 木 産業 情勢 変化 

代 半 丸 自 化や 高 進行 伴い外 輸入 増加

木 価 迷  

更 人件費 昇 木 価 回 林業 採算性

徐々 林業 木 産業 活力 時 森林所 者 経営意欲

減 引 起  

加え 在 森林所 者や相 明 森林 々増加 原木

えや森林 手入 足 森林 荒廃 懸念 い  

代 入 林業 木 産業 巻 情勢 大 変化 あ  

国際的 地球温暖化防 観点 持 能 森林経営 要性

共通認識  

諸国 木 需要 増大 需要動向 変化や 輸出国   

木 資源 枯 傾向 背 森林資源保護 策等 日本 木 輸入

減少傾向 転 国産 回帰 進  

近 国 需要 利用 能 時期 迎え い 国産原木 良質

定的 供給 期 寄 い  

 

 構想策定 目的 

本 森林面積 土地面積 ％ 占 人工林 ％強

利用 能 時期 迎え い  

状態 移 ば 若齢林 少 い 法 林 構成

持 能 林業経営 森林管理 影響 及 懸念  

広大 森林 適 経営 管理 経 活動 環境保全 両立

豊 森林 世代 引 課  

利用 能 森林資源 流通 加工 原木 場 製 工場

や 宅産業 木 関連産業 積 原木利用 進 役割 い

 

人口減少社会 迎え 地域 維持 地域資源 活

用 産業 振興 用 維持 要  

森林 木 生産機能 洪水防 山地災害防 機能 水源 

養や水質 浄化等 民生活や都 生産活動 支え 酸化炭

素 吸収 地球環境保全 役割 民共通 産

い  
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森林 林業 木 産業 あ 姿 実現 関 者

森林 多面的機能 享 民 理解 得 長期的視点 立

構築  

森林 長期 わ 投資 造成 資源 採 利用 植

林 保育 然力 確実 再生 あ 実現

組 方向 将来 望 い姿 関 者相互 共

要  

需要 応 使 植え 育 山 若返

地域 力 産業 振興 用 維持 進 森林空間 多面

的利用 両立 目指 森林 構想 策定  

 

 構想 置  

本構想 大 最 計 大 総合計 森林 林

業 木 産業等部門 本計 置  

策定 あ 国 計 や本 諸計 等 整合 図

森林 林業 木 産業等 あ 姿 即 将来像等 明確  

  

 構想 期間 

森林 資源造成 利用 長い時間 要 長期 策 中

大局的 構想 構築 必要  

一方 林業 木 産業 情勢 変化 対 柔軟 対応 求  

あ 姿 見据え 構想 期間 社会 経

情勢 変化 対応 必要 応 見直 行う
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 森林 林業 木 産業等 現状 課  

 等 動向 

森林資源 

戦 荒廃林地 造成 策 積極的 拡大造林 進 島根

人工林面積 千 ha 人工林率 ％  

人工林 う 間成長 約 千ｍ3 資源 千 

ｍ3 ％ 利用 能 時期 迎え い  

広葉樹 然林 資源 千ｍ3 ％以 採 能 あ

本 利用 能 森林資源 々増加 い  

丸 自 化や 高 進行 木 輸入 増加 国産 価 長期

的 迷傾向 あ  

木 価 迷 森林所 者 林業経営意欲 森林 適 管理

困 加え 在 森林所 者 増加等 一因 置森

林 増加 森林 荒廃 懸念 い  

 

 

原木 需要 供給 

諸国 木 需要 増加や輸出国 木 資源 枯 化傾向

国 木 産業 国産 需要増加 傾向 見  

島根 い 実需者 原木需要 成 度 千 m3

成 度 国産 外 需要 回 以降 国産 回

見 成 度 需要 占 国産 率 ％ 越え 状況

 

用途別国産 需要 合 需要 急激 増加 製 用並 チ

プ用 横ばい 状況  
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成 度 従来 需要 加え 所 木質 発電

施設 稼働 原木需要 以 増加傾向 あ  

一方 原木生産 近 千 m3 移 い 成 度

以降 千 m3 越え 成 度 千 m3 千 m3近 増加

い  

樹種別 生産 減少 近 生産 伸 著

い状況  

用途別 製 用原木生産 近 千 m3 前 移 成

度以降 合 用原木生産 着実 増加 成 度 生産 約

％ 占 い  

 

 

参考 原木 需要 供給 度［ 成 度］ 測 島根 試算  

 

         < 度［ 成 度］ 原木 需給 及 自給率 見通  > 

 原木 総需要

(千㎥) 

産原木供給 

(千㎥) 

自給率(％) 

製 用原木    

 ( 成 度) ( ) ( ) ( ) 

合 用原木    

 ( 成 度) ( ) ( ) ( ) 

製 チ プ用原木    

 ( 成 度) ( ) ( ) ( ) 

燃料チ プ用原木    

 ( 成 度) ( ) ( ) ( ) 

原木 輸出等    

 ( 成 度) ( ) ( ) ( ) 

     計    

 ( 成 度) ( ) ( ) ( ) 

                         合 用原木需要 鳥 含  
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林業及 木 産業 

島根 原木生産 林業労働力 確保 進 関 法

業 合理化 用管理 改善 意欲的 業体 組 い

 

 

 

 

 

木 林業産出 成 度 億 千万 / 落 込

成 度 億 越え 以降横ばい 移 い  
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原木価 依然 迷 い 近 需要増加 背 原木

採 術者 養成 確保や高性能林業機械等 入 積極的 投資 動

見  

 

 
 

成 度 西部並 東部 成 度 隠岐圏域 合

工場等 産原木 出荷協定締結や共 出荷 組 構築 産

原木 定的 供給 組 展開 い  

製 工場 成 度 工場 成 度 工場 減少 特

規模工場 減少 顕著 い 各地 配置 い  

 

 

 

一方 外 大規模 い 高品質 高付加価値 木 製品

PR 売 組 製 工場等 業体 連携 協力 行い 新

路 開拓や出荷 拡大 成 あ あ  
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組 実現 各社 製 工場 新設 用機械

や木 乾燥機 増強 設備等 投資 展開 い  

合 工場 国産 需要 過半数 占 い  

近 国産原木加工施設 整備 業体 定供給協定

締結 産原木 確保 組 い   

チ プ工場 成 度 工場 東部 西部 点在 各工場

用 採 術者 各地域 原木 採 荷 近 製 工場

原料供給 主体 火力発電施設や温浴施設 ボ 燃料用 チ プ

生産 い  

成 度 発電向 燃料用チ プ 供給 開始

う工場 新設 生産機械施設や 搬用車両等 増強 図

い  

 

森林整備 造林 保育  

森林 多面的機能 持 的 発揮 採 再造林や

間 等 森林整備 適期 行い 森林 保全 必要 あ  

近 島根 人工林資源 充実 原木利用 進 採 進

採跡地 着実 再生 各種 業 活用 植 面積 増加

傾向 あ  

造林 保育作業 機械化 人件費割合 高い労働 約的 作業

あ 地域 用 皿 機能 担 い  

森林管理 働 手 成 度 人 森林組合等 業体 用

成 度以降 人前 移 均 齢 業体 用環境

改善 組 若返 傾向  
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新規就業者数 移 社会 経 情勢 影響 各 ～ 人

増減 見 近 若 層 着実 増加 傾向 あ  

 

豊 森林 保全 

森林 対 期 災害防 や水源 養 加え 保健 ョン 

や文化 更 最近 生物多様性や 酸化炭素吸収固定 多 機能 発

揮 求 い  

 

 

 

 

島根 全 心 暮 災害 強い 土 緑豊 森

民自 参加 育 世代 引 組 や 島根 CO2 吸収

認証制度 創設 企業 森 組 進 森林 林業

木 産業 意義 い 民理解 進 図 多様 森 活動

支援 い  
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 大 森林 林業 木 産業等 現状 課  

 森林資源 

本 森林面積 千 ha う 民 林 千 ha 総土地面積 ％

占 い  

民 林 う 人工林 ％ 占 い  

戦 荒廃林地 拡大造林 積極的 進 利用 能

時期 迎え 森林面積 割合 ％ い  

採 更新 ば 齢 以 森林 偏 林齢

構成 森林 公益的機能 持 的発揮 影響 及 懸念

 

製 工場等 需要 応 原木 定供給 採跡地 確実 再生

地域産業 活性化や 用 確保 図 採 森林 若返

 

 

 

 林業 

原木 生産 増加傾向 移 主 生産方法 利用間 行わ

い  

原木価 長期 迷等 林業 採算性 悪化 採跡地 再生 掛

経費 捻出 懸念 森林 え 原木 生産 間 成

長 ％ 本 森林 蓄積 増加 一方 い  

主 原木生産 進 原木 生産性 向 加え

採跡地 コ 再生方法 組 必要  

主 比 間 労働生産性 コ 削減 図 い 質

需用者 対 定 供給 行え い い状況 あ  
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島根 産原木 自給率 ％強 あ 概

産原木供給 千 m3 増大 目標 掲 組 展開

資源状況や需要動向 応 生産方法 転換 林業経営 森林管理

約化 課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林業就業者 植林 減少 減少傾向 あ 給制

や作業 機械化 用管理 改善 図 均 齢 約 若返

い  

高性能林業機械 入 併 タ 育成 労働 全対策 進

い  

一方 素 (原木)生産 主 担い手 業体 在 あ

主 術 習得 採 術者 育成 確保 生産体制 構築や 組
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 木 産業 

原木需要 製 用 間原木消費 千 m3 強 原木 入荷

外 原木 場 い  

一方 生産 原木 供給 外向 合 チ プ用 多

製 用 千 m3強 チ 生 い  

製 工場 需要 応 良質 定的 原木供給 求

い  

 

 

 

製 工場 千 m3弱 木 製品 出荷 個別注文 応 多品目

少 生産 や特 生産 各社特徴 経営 行わ い  

近 宅 品質確保 観点 寸法精度 高 や割 無い木
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製品 需要 増大傾向 あ  

本 製品出荷 う 乾燥 割合 約 ％ あ 高品質 製

品 製造や高付加価値 製品開発 組 求 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近 木 製品 多 使用 宅 建築 増加傾向 人口減少

進展 新設 宅着工戸数 減少 想  

本 新設 宅着工数 占 木造率 均 高い 地域

使用 宅建築 減少 い 考え  

建築士や建築業者 連携 稼働率 向 生産体制 強化

売 進活動 公共建築物等 利用 進 組  
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 森林 経営 管理  

規模 散 森林 所 い 森林所 者 多 森林所 者

高齢化 在 森林所 者 増加傾向 あ  

加え 木 価 迷等 森林経営意欲 薄 林業経営や森林管理

適 実施 い 考え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林所 者 森林 約 千 ha 森林経営計 策定

い  

森林 適 効率的 経営 管理 約化 組 加 化

必要  
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森林 公益的機能 幣価値 置 換え 評価 効

億 程度  

一方 森林病害虫被害跡地や間 等 手入 足 森林 荒廃 森

林 民 林 約 ％ 計  

木 価 迷等 森林経営意欲 薄 森林 施業 適 実施

い 樹木 や葉 生い茂 層 植生 少 公益的機能

森林 増加 懸念  

本 い 成 中豪雨 い 流木 海岸や港 流 着

被害 森林施業 適期 行う 災害 強い森

進 必要 あ  

公益的機能 維持 図 区域や原木生産 適 林業 振興 区

域 進 目的 明 効率的 効 的 森 進 必要 あ
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 森林 多面的利用 

本 緑豊 森林資源 国立公園 瓶山や世界遺産石見銀山

自然 文化 史等 誇 地域資源 い  

地域資源 活 地域活力 向 図 様々

組 連携 森 進 い 要  

本 い 間 人弱 民等 教育 環境整備 地域振

興 文化 伝 目的 組 行わ い  

組 約半数 学習 奉 活動 行う緑 少 団活動 通 中

学生 行わ い  

企業 森林保全活動やボ ン 連携 多面的機能 発揮

組 多様 主体 森 進 い  

地域産業 あ 林業 木 産業や水源 養 公益的機

能 発揮 い 森林 知識 高 民共 産 あ 森林 未来

引 い い 課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


